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※当日、都合によりスタートが遅れる場合が
あります。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
〇
〇
四
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
は
、
つ
つ
が
な
く
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
町
行
政
に
対
し
、
温
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
昨
年
は
五
月
に
飯
泉
新
知
事
が

誕
生
、
六
月
に
県
内
大
手
の
建
設
業
者
の
経
営
破

た
ん
、
十
二
月
に
は
県
内
で
初
め
て
麻
植
郡
四
町

村
合
併
に
よ
る
吉
野
川
市
の
新
市
発
足
が
決
ま
る

な
ど
、
市
町
村
合
併
へ
の
動
き
が
加
速
し
て
い
ま

す
。本

町
に
お
い
て
は
、
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
、

「
子
育
て
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
沼
江
保
育
所

跡
に
完
成
、
子
や
親
同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
整

備
。
環
境
保
全
に
町
民
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
貴

重
な
自
然
環
境
や
水
資
源
の
保
全
に
努
め
る
た
め

勝
浦
町
自
然
環
境
保
全
条
例
を
制
定
。
全
国
勝
浦

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(

千
葉
県
勝
浦
市
・
和
歌
山
県
那

智
勝
浦
町
・
徳
島
県
勝
浦
町)

に
よ
る
住
民
相
互

に
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
交
流
を
図
り
、
友
好
都
市

と
し
て
提
携
す
る
盟
約
書
を
締
結
。
農
業
体
験
宿

泊
施
設
「
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
」
の
整
備
が

全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
会
長
賞
を
受
賞
、

地
域
の
自
立
を
目
指
し
て
過
疎
地
域
の
活
性
化
の

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
三
月
に
は
、
勝
浦
川
・
那
賀
川
流
域
間
一

市
四
町
合
併
協
議
会
が
解
散
と
な
り
ま
し
た
が
、

市
町
村
合
併
は
避
け
て
通
れ
な
い
緊
急
の
重
要
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
八
月
に
市
町
村

合
併
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
町
の
進
む
べ

き
方
向
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

十
一
月
、
地
方
制
度
調
査
会
の
最
終
答
申
が
出

さ
れ
、
そ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
合
併
特
例
法
期
限

（
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
）
内
合
併
を
目
指

し
て
、
合
意
形
成
可
能
な
自
治
体
と
の
合
併
に
向

け
、
議
会
と
も
協
議
し
な
が
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
意
向
を
重
視
し
、
総
合
的
に
判
断
す
る
中
で
、

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
皆
さ
ま
に
は
的
確

な
情
報
の
提
供
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
意
見
、
ご
提
言
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

次
の
行
政
課
題
と
し
て
、
行
政
改
革
の
指
針
と

な
る
新
行
政
改
革
大
綱
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
現
在
、
国
で
は
国
と
地
方
と
の
役
割

分
担
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
「
自
己
決
定
」、

「
自
己
責
任
」
の
原
則
を
徹
底
す
る
地
方
分
権
の

推
進
や
「
三
位
一
体
改
革
」
な
ど
に
よ
る
地
方
交

付
税
・
補
助
金
の
削
減
や
経
済
状
況
の
悪
化
等
が

加
わ
り
、
本
町
の
財
政
見
通
し
は
き
わ
め
て
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

現
行
の
新
行
政
改
革
大
綱
の
計
画
期
間

(

平
成
十

六
年
度
ま
で)

前
に
見
直
し
を
し
ま
す
。

〈
改
革
の
主
要
事
項
〉

・
市
町
村
合
併
の
推
進

・
人
件
費
の
削
減

・
協
働
型
社
会
の
移
行

(

官
民
の
役
割
分
担
の
見
直
し)

・
町
行
政
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築

(

合
理
化
・
効
率
化)

以
上
の
こ
と
を
柱
と
し
て
、
本
町
の
重
要
課
題

の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
で
、
議
会
、

理
事
者
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
自
ら
の
問
題
と

し
て
、
全
庁
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

平
成
十
六
年
は
、
市
町
村
合
併
と
行
財
政
改
革

を
優
先
課
題
と
し
、
さ
ら
に
急
速
に
進
展
す
る
高

度
情
報
化
・
国
際
化
・
少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
安
全
で
安

心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の
重
点
事
業

と
し
て
、

一

情
報
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
の
情
報
技
術

(

Ｉ
Ｔ)

の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
社
会
を
目
指

す
基
盤
整
備
へ
の
取
り
組
み
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
含
む
）

二

南
海
地
震
対
策
と
し
て
公
的
施
設
の
耐
震
診

断
と
自
主
防
災
組
織
の
体
制
強
化

三

産
業
振
興
と
し
て
「
個
性
と
自
立
」
の
集
落

づ
く
り
、「
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
」、「
よ
っ

て
ネ
市
」、
「
地
産
地
消
」
の
自
立
が
で
き
る

「
都
市
と
農
村
の
交
流
」
の
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
と
基
幹
産
業
の
「
貯
蔵
み
か
ん
」
の
シ
ェ
ア

拡
大

四

福
祉
の
町
と
し
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

喜
楽
苑
の
二
十
床
増
床
、
福
祉
行
政
サ
ー
ビ
ス

勝
浦
病
院
の
現
行
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
堅
持
な
ど

本
年
に
お
い
て
は
、
公
債
費
が
増
加
す
る
一
方

地
方
交
付
税
を
中
心
と
す
る
一
般
財
源
の
見
通
し

は
極
め
て
厳
し
い
上
、
国
の
「
三
位
一
体
改
革
」

の
影
響
が
不
透
明
で
あ
る
な
ど
、
本
町
財
政
を
と

り
ま
く
環
境
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
を
よ
り
緊
急
性
、
必
要

性
の
高
い
事
業
に
優
先
的
に
配
分
、
ま
た
費
用
対

効
果
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
政
策
課
題
に
的
確
に

対
応
し
つ
つ
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
と
し

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
手
を
携
え
勝
浦

町
の
発
展
の
た
め
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

勝
浦
町
長

川

口

幸

一

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

昨
年
中
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
改

選
期
の
中
、
議
会
活
動
に
精
励
で
き

ま
し
た
こ
と
に
対
し
て
心
か
ら
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
に
新
し
い
年
を
迎
え
、
勝
浦

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
本
町

の
一
段
の
躍
進
を
目
指
し
、
議
会
が

一
丸
と
な
り
進
歩
・
向
上
す
べ
く
意

気
に
燃
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
本
町
を
と
り
ま
く
諸
情

勢
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
す
る
な

か
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、

あ
ら
ゆ
る
施
策
に
取
り
組
み
、
充
実

強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
長

引
く
景
気
低
迷
に
よ
る
、
税
収
減
、

地
方
交
付
税
の
削
減
等
か
つ
て
な
い

ほ
ど
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
り
ま

す
。ま

た
、
地
方
分
権
の
受
け
皿
で
あ

る
市
町
村
合
併
へ
の
取
り
組
み
も
重

要
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
議
決
機
関
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
国
の
動
向
等
も
見
守
る
中
で

創
意
工
夫
を
重
ね
、
皆
さ
ま
方
の
ご

期
待
と
信
頼
に
応
え
て
い
く
努
力
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。今

後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

勝
浦
町
議
会
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勝浦町在住ならびに町出身の皆さん新年明けましてお
めでとうございます。
内外ともむずかしく不透明な時代にさらに一年を加え

るにつけて、種々複雑な想いがありますが、お互いに健
康に年を越したことをまず祝福しましょう。
昨年は前年後半の慶事をうけて社会一般にやや明るさ

がよみがえり、経済面でも一時的にせよ株価の上昇など
で良い方向にむかっているとみられていたのが、イラク
戦争の後処理の混乱、戦

せん

慄
りつ

的なサーズの問題のほかアメ
リカやヨーロッパでの大干ばつや大洪水による被害、あ
るいは、ひるがえって日本列島の北から南にかけての地
震の多発、長期の冷夏による不作など、地球的規模での
異変が不安を増幅し、今一つ展開のきっかけがつかめな
かった感じがします。
なかでも、イラク復興の支援について国論が分かれて

いる折しも、大使館員の殺害事件の発生という事態をみ
ると、数千年もの間、宗教的民族的おん念の対立の渦中
にこのような歴史的経験に乏しい日本から出かけて、純
粋な人道的立場で行動しても、果たして矛を収め、平和
の回復と経済の安定につながるものなのか、気になると
ころです。
それはともかく、本年は「申（さる＝猿）」の年で、

もともとこの申の字は夏の空を走る稲妻を象徴しており
季節では実りを待つ８月頃、時刻では午後４時頃をさし
物事の完成間近の状態だそうで、また申年生まれの人は
機を見るに敏、判断力・行動力に富み、柔軟に善悪いず
れにも伸びる性質があるといわれているので、困難なこ
の時代に間違いのない判断で能力を発揮してもらいたい
ものです。
ただ、現実の猿は、猿真似・猿知恵とか朝三暮四など

やゆされる言葉が多いのですが、数百年前に猿類から分
化し、文明を手にした人類が、殺りくを繰り返し競争に
明け暮れている様子を猿類はどうみているのだろうかと
思うことがあります。
最近、ルーズソックスをはき、かかとをつぶした靴を

履き、電車の中や道端であぐらをかき、やたらケイタイ
で仲間と叫びあい、食い散らかしている若者を見ると、
人類が猿にかえる兆しではないかと嘆く猿類学者がいる
のもうなずけます。
さて、私ども関東阿波かつうら会は、ネットワーク構

想を進める町当局と連携しながら相互の親睦増進に努め
ていますが、今後とも皆さまのご協力をお願いします。
結びに当り、広域的地方行政の推進が課題となってい

る今日、ふるさと勝浦の特色のある発展と皆さま方の一
層のご多幸を祈念申し上げ年頭のごあいさつといたします。

新年あけましておめでとうございます。早くもまた新
たな2004年の新春を迎えることになりました。勝浦町の
皆さまには、輝かしい新年を迎えられたこととお喜び申
し上げます。神宮寺の除夜の鐘が響き、大宮八幡宮への
初参りは、今も多くの方々が参拝されているものと思い
ます。
近畿かつうらふるさと会もおかげさまで、10年を経過

し、昨年５月に記念式典を勝浦町農村環境改善センター
で、町民との交流懇親会をふれあいの里さかもとで実施
することができました。勝浦町関係機関等の皆さま方に
は大変お世話になりました。ことに、井戸端塾の皆さま
方には、全面的なご支援を賜り深く感謝いたしていると
ころでございます。
昨年も都市交流事業として、11月には町民祭への参加

とみかん狩り、12月にはみかん狩りとこんにゃく作りの
体験学習として、併せて50人余りが参加いたしました。
また、みかんの木のオーナー制を提言させていただき、
21人が加入し、たくさんのみかんを収穫もいたしました。
参加者の大半が会員以外の方々で、素晴らしい景色と新
鮮な空気、さらに町民の皆さま方の暖かい人情に迎えら
れ、何回も勝浦町を訪れている方もございます。大都市
で育ち、ふるさとを持たない人にとって、勝浦町は大変
便利で身近なふるさとに成り得ます。今後もこのふるさ
と運動の輪を広げ、家族そろって勝浦町へ行っていただ
けるよう都市との交流に微力ながらも努力したく思って
おります。
今地方自治体は、合併特例法により各市町村の合併が

進展しており、また一方では、地方財政の「三位一体」
改革が論議されております。勝浦町もこれらは避けて通
れず、より一層厳しさを増してくるものと思われます。
しかしながら、勝浦町の活性化の先駆けとして、「Ｎ

ＰＯ法人阿波井戸端塾」が活動しており、さらにふれあ
いの里さかもとの多種多様な体験学習が注目され繁盛し
ております。また、勝浦座の人形浄瑠璃も活躍され、今
山の農村舞台も復活し、伝統芸能が発展しております。
人情味豊かな巡礼のまち勝浦町、もてなしのまち勝浦町
が、素晴らしい自然の景観を活かして、ますます発展さ
れますよう祈念いたしております。
町民の皆さま方のご健康とご活躍を心からお祈りいた

しまして、年頭のあいさつといたします。

関東阿波かつうら会

会長 福 中 政 美

近畿かつうらふるさと会

会長 桑 村 隆

関東・近畿
ふるさと会 新年のあいさつ
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早
百
合

岡

本

明
日
香

小

野

英
梨
子

樫

本

知

美

稼

勢

美

幸

勝

谷

郁

男

加

藤

真

也

岸

上

琢

次

北

内

裕

伸

北

本

な
な
江

久

保

良

史

倉

橋

明

子

栗

城

明
日
香

後

藤

佳

孝

坂

井

久
美
子

澤

口

知

世

島

優

樹

清

水

健

太

仙

才

真

規

高

井

愛

高

橋

緑

田

口

美
子

竹

板

由

樹

武

田

美

香

谷

内

晴

行

谷

脇

由

規

鶴

岡

裕

子

寺

谷

実

出

葉

麻
衣
子

山

裕

香

中

内

梨

絵

中

瀬

哲

也

中

西

公

作

中

根

真

美

中

村

美
也
子

二
階
堂

浩

子

野

神

志

帆

野

上

雄

矢

野

上

大

亮

野

口

香

菜

朔

加
奈
恵

朔

亜

弥

橋

本

正

幸

畠

田

浩

二

園

由

佳

花

棚

晶

子

早

川

智

洋

早

川

沙

希

原

田

美

代

絵
莉
奈

平

岡

和

城

平

岡

拓

也

福

野

克

哉

福

野

裕

詞

福

本

雅

美

福

本

直

一

古

田

真
一
郎

甫

坂

光

明

堀

田

大

輔

前

田

利

香

前

野

佳

奈

松

田

要

松

畠

朋

子

三

富

生

美

馬

幸

宮

浦

郁

絵

宮

本

寛

子

村

上

友

哉

村

上

達

則

元

木

賢

治

柳

澤

佐

知

山

口

浩

平

山

口

絵

美

山

口

和

洋

山

下

久
美
子

山

下

修

平

山

畑

麻
由
美

山

平

由

美

與

川

貴

大

岡

尚

紀

吉

野

雅

子

木

章

生

脇

田

聡

子

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

以
上

九
十
九
人

男
四
十
二
人

女
五
十
七
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

日 時 １月２日
受付 午前９時30分から
開式 午前10時から

場 所 勝浦町農村環境改善センター
勝浦町三溪 ２－3300

成 人 式

成人式を迎えられた皆さん、おめでとうございます。20歳

になると選挙権などのさまざまな権利が与えられるのと同時

に、社会人としての義務も課せられます。

国民年金への加入もそのひとつで、学生であっても加入す

ることとなっています。この機会に年金制度について正しく

理解し、これからの人生設計の一部としてください。

公的年金は若い皆さんにも無縁ではありません
「年金はお年寄りのためのもの」と若い皆さんは考え

がちですが、実は若いときにも意外と関わりが深いもの

なのです。
①公的年金は、自分の老後を支えるだけでなく、それ以

前に自分の親の老後を経済的に支えます。

②一家の働き手が亡くなったときには遺族基礎年金が支
給され、思わぬ病気やケガで重度の障害が残ったとき

には障害基礎年金が支給されます。

しかし、国民年金の加入手続きができていなかった
り、保険料の納め忘れがあると、将来の老齢基礎年金

のみならず、遺族基礎年金や障害基礎年金の支給も受

けられない場合があります。

学生納付特例制度
20歳になると学生でも国民年金に加入し、保険料を納

めることとなっていますが、ほとんどの学生は所得がな

いため「学生納付特例制度」を申請すると学生の間は保
険料納付が猶予され、社会人になってから追納すること

となっています。

申請は、在学の状況および所得の状況などを確認する
必要があるため、毎年申請手続きが必要です。

保険料の免除申請
経済的に保険料が納付できない第１号被保険者（学生

を除く。）は、保険料の免除申請をして認められた場合、

保険料の全額あるいは半額の納付が免除されます。

問い合わせ先 勝浦町住民課 ２－1501 徳島南社会保険事務所 088-652-3111

日時 平成16年１月15日
午前10時～午後３時

場所 勝浦町農村環境改善センター
１階 相談室

持参するもの 年金手帳、年金証書

出 張 年 金 相 談 所 開 設

20歳は国民年金に加入する年齢です

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん

（木）

（金）
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私
も
つ
い
に

二
十
歳
を
迎
え

る
こ
と
と
な
っ

た
。
以
前
か
ら

二
十
歳
に
な
っ

た
と
き
は
ど
ん

な
気
持
ち
な
の
だ
ろ
う
、
と
考
え
る
こ

と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
い
ざ
迎
え
て

み
る
と
自
分
の
気
持
ち
に
大
き
な
変
化

と
い
う
も
の
は
な
か
っ
た
。
外
見
や
生

活
状
況
が
一
変
す
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
当
然
と
い
え
ば
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
せ
っ
か
く
こ
の
二
十
歳
へ
の

門
を
く
ぐ
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
だ
か

ら
、
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て
見
つ
め
な

お
し
て
み
た
い
。

私
が
一
番
見
つ
め
な
お
し
た
い
こ
と

は
、
今
を
精
一
杯
生
き
て
い
る
か
、
と

い
う
こ
と
だ
。
精
一
杯
生
き
て
い
く
と

い
う
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
こ
と
だ
と

思
う
。
自
分
に
甘
え
が
生
ま
れ
て
し
ま

え
ば
そ
れ
ま
で
だ
か
ら
で
あ
る
。
私
自

身
も
そ
れ
が
で
き
て
い
る
と
は
思
っ
て

い
な
い
。
で
も
、
そ
の
よ
う
な
意
志
を

持
ち
続
け
る
こ
と
は
す
ご
く
大
事
だ
と

思
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
最
低
限
、
自

分
に
誇
れ
る
人
生
を
過
ご
し
て
い
け
る
。

そ
の
上
で
、
自
分
が
世
話
に
な
っ
た
人

や
社
会
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
な
ら
言
う
こ
と
は
な
い
。

最
後
に
、
皆
さ
ん
二
十
歳
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
こ
う
し
て
二
十

歳
に
な
れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
体
を
大
切
に
し

日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
二
十
歳

に
な
り
成
人
式

を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

成
人
と
い
っ
て

も
今
は
ま
だ
学

生
で
自
立
し
た
社
会
人
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
法
律
的
に
は
成
人
と
し
て
の
責

任
を
持
つ
こ
と
に
な
り
不
安
も
あ
り
ま

す
が
早
く
大
人
に
な
り
た
い
よ
う
な
、

も
う
少
し
子
ど
も
で
い
た
い
よ
う
な
複

雑
な
気
分
で
す
。

今
年
四
月
に
就
職
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
時
に
は
じ
め
て
成
人
と
し
、
ま
た

社
会
人
と
し
て
の
自
覚
が
持
て
る
と
思

い
ま
す
。
今
は
ま
だ
両
親
に
も
甘
え
頼
っ

て
ば
か
り
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
二
十
歳

と
い
う
節
目
を
迎
え
、
自
分
が
小
さ
い

頃
か
ら
夢
と
し
て
い
た
保
育
の
仕
事
が

で
き
る
こ
と
が
叶
い
つ
つ
あ
る
今
、
責

任
と
自
覚
を
持
っ
た
社
会
人
と
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
す
ぐ

に
は
自
立
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

今
ま
で
両
親
に
心
配
を
か
け
て
き
た
の

で
早
く
安
心
さ
せ
た
い
で
す
。
今
ま
で

私
を
思
い
見
守
っ
て
育
て
て
く
れ
た
両

親
に
感
謝
し
、
沢
山
の
友
達
と
も
こ
れ

か
ら
も
仲
良
く
ま
た
共
に
悩
ん
だ
り
相

談
し
な
が
ら
良
き
友
で
有
り
続
け
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

立
派
な
大
人
に
な
る
こ
と
は
ま
だ
ま

だ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
事
を

経
験
し
な
が
ら
障
害
に
も
乗
り
越
え
て

い
け
る
力
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
周
り
の
人
に
支
え
て
も
ら
い
な

が
ら
自
分
も
社
会
を
支
え
る
一
人
と
し

て
頑
張
っ
て
生
き
て
い
き
た
い
で
す
。

私
が
子
ど
も

の
頃
に
想
像
し

て
い
た
「
二
十

歳
」
は
、
立
派

な
一
人
前
の
自

立
し
た
大
人
で

し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
自
分
が
二
十

歳
を
迎
え
て
み
る
と
、
ま
だ
ま
だ
大
学

で
勉
強
中
で
あ
り
、
自
分
の
夢
も
曖
昧

な
ま
ま
で
両
親
に
心
配
ば
か
り
か
け
て

い
る
自
立
で
き
て
い
な
い
半
人
前
の
自

分
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

二
十
歳
に
な
っ
た
私
は
、
立
派
な

「
成
人
」
で
あ
り
、
法
的
に
も
社
会
的

に
も
い
ろ
い
ろ
な
責
任
を
お
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

十
二
月
の
私
の
誕
生
日
か
ら
は
、
国

民
年
金
へ
の
加
入
が
始
ま
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
選
挙
に
は
、
成

人
の
証
で
も
あ
る
選
挙
権
を
行
使
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

単
な
る
権
利
の
行
使
と
し
て
で
な
く
、

よ
り
良
い
社
会
・
住
み
良
い
社
会
を
築

く
た
め
に
も
将
来
に
目
を
向
け
、
積
極

的
に
参
加
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

を
機
会
に
、
国
民
と
し
て
の
責
任
と
社

会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
は
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
人

に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
こ
の
私
が
う
け
て
き
た
恩
恵
を
多

く
の
人
に
返
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

私
の
成
長
を
見
守
り
岐
路
に
立
っ
た
と

き
真
剣
に
考
え
、
方
向
付
け
て
く
れ
た

人
た
ち
に
心
を
込
め
て
感
謝
し
ま
す
。

二
十
歳
を
迎
え
て

三 富 生

成
人
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

美 馬 幸

二
十
歳
を
迎
え
て

中 根 真 美
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ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
は
、
一
昨
年

坂
本
小
学
校
廃
校
跡
を
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
事
業
の
拠
点
と
し
て
整
備
、
オ
ー

プ
ン
以
降
、
坂
本
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
運
営
委
員
会
を
中
心
と
し
て
地
域
の
活

性
化
を
目
指
し
て
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
農
村
生
活
の
中
の
技
術
を
磨
き

な
が
ら
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
指

導
し
た
り
、
主
婦
た
ち
が
研
修
を
重
ね
、

地
元
の
農
産
物
を
主
体
と
し
た
食
事
を
提

供
し
た
り
地
域
を
生
か
し
た
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

ま
た
、
花
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
地
域
の
環

境
づ
く
り
活
動
が
生
ま
れ
た
り
、
施
設
周

辺
の
大
規
模
な
整
備
は
、
地
区
住
民
の
出

役
で
行
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
地
域
づ
く
り
の
活
動
が
評
価
さ

れ
、「
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
」
の
活
動

が
、
全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
会
長

賞
を
受
賞
し
、
昨
年
十
一
月
十
一
日
宮
崎

県
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
川
口
町
長
と
運

営
委
員
会
の
代
表
が
出
席
し
ま
し
た
。

運
営
委
員
会
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
受
賞

を
喜
ぶ
と
と
も
に
激
励
と
思
っ
て
今
後
も

頑
張
り
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
、
今
山
地
区
に
眠
っ
て
い

た
「
今
山
農
村
舞
台
」
が
全
国
的
に
も
珍

し
い
平
舞
台
と
舟
底
舞
台
の
両
方
に
使
用

で
き
る
構
造
を
も
つ
事
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
以
来
保
存
会
を
発
足
さ
せ
、
出
役
に

よ
り
修
復
し
、
更
に
は
「
勝
浦
座
」
に
よ

る
復
活
公
演
へ
結
び
つ
け
て
い
っ
た
活
動

が
農
村
地
域
の
伝
統
文
化
の
保
存
・
継
承

に
貢
献
し
、
農
村
の
振
興
と
都
市
と
の
共

生
・
対
流
促
進
に
資
す
る
優
良
事
例
と
し

て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
秋
祭
り
に
は
区
民
の
演

芸
の
会
場
と
し
た
り
、
高
津
住
男
さ
ん
・

真
屋
順
子
さ
ん
の
劇
団
「
樹
間
舎
」
と
勝

浦
座
と
の
共
演
を
準
備
す
る
な
ど
意
欲
的

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
に

会

長

表

彰

こんにゃくづくりを楽しむ参加者

わらぞうりづくりを体験する中学生

今
山
農
村
舞
台
保
存
会
活
動
に

理

事

長

賞

市
町
村
合
併
の
論
議
が
高

ま
る
な
か
で
、「
う
ち
の
地

区
も
な
ん
ぞ
な
い
か
」、「
な

ん
ぞ
せ
ん
か
」
と
言
う
声
が

普
通
に
聞
か
れ
る
寄
り
合
い

の
場
。
合
併
し
た
と
き
に
町

と
し
て
の
求
心
力
が
薄
れ
、

都
市
化
が
進
む
と
集
落
は
さ

び
れ
て
し
ま
う
の
で
は
、
と

心
配
す
る
声
は
多
い
。

「
そ
れ
で
は
」
と
各
地
区

に
お
い
て
の
「
集
落
、
生
き

残
り
戦
略
」
の
始
ま
り
で
あ

り
ま
す
。

子
や
孫
が
住
み
良
く
、
夢

が
も
て
る
集
落
を
残
し
て
い

く
こ
と
は
、
私
た
ち
の
責
任

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落

の
歴
史
や
文
化
を
再
発
見
し

光
を
あ
て
、
点
と
点
を
線
で

結
び
、
交
流
の
輪
を
拡
げ
て

「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
町
づ
く

り
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
、
す
で
に
実
践
さ

れ
て
い
る
各
地
区
の
取
り
組

み
や
、
生
の
声
を
シ
リ
ー
ズ

で
お
伝
え
し
ま
す
の
で
、
参

考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

～「ふれあいの里さかもと」（坂本）など５地区の活動～

を目指して
シリーズ

まちづくり
その① 光流の町

全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
会
長
賞
は

地
域
の
自
立
を
目
指
し
た
過
疎
地
域
の
活
性

化
の
取
り
組
み
を
奨
励
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
斬
新
・
活
発
な
活
動
に
よ
っ
て
今
後

と
も
そ
の
発
展
と
効
果
が
期
待
さ
れ
る
団
体

に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
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農
村
の
文
化
を
受
け
継
ぎ
、
現

代
に
活
用
し
、
そ
し
て
次
代
に
つ

な
い
で
い
く
、
長
い
農
村
の
い
と

な
み
が
見
直
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ

「
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
財
団
法
人
農
村
開
発
企
画
委
員

会
理
事
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

二
月
に
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
公
共

的
性
格
を
も
つ
手
作
り
の
事
業
」

に
助
成
し
よ
う
と
、
「
地
域
づ
く

り
」
を
考
え
て
い
る
団
体
に
助
成

す
る
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
最
初
に
与
川
内
で

「
ホ
タ
ル
祭
り
」
が
行
わ
れ
、
町

内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ

ま
し
た
。

今
山
で
は
、
「
農
村
舞
台
」
の

周
辺
に
ベ
ン
チ
が
整
備
さ
れ
訪
れ

る
人
の
安
息
の
場
と
な
り
、
生
名

で
は
、
「
い
ち
ょ
う
の
木
」
に
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
と
も
さ
れ
冬

の
夜
を
彩
り
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
支
援

事
業
も
各
地
で
進
む復活公演の準備をする「農村舞台保存会」

さ
ら
に
星
谷
地
区
で
も
「
ミ

ニ
八
十
八
ヶ
所
」
の
整
備
へ
の

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。今

を
受
け
継
ぐ
だ
け
で
は
新

し
い
活
力
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

今
に
ふ
さ
わ
し
い
価
値
を
地
域

の
中
か
ら
ど
れ
だ
け
作
り
出
し

て
い
け
る
か
、
そ
し
て
、
そ
の

た
め
の
共
同
作
業
が
地
域
づ
く

り
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
住
民
が

集
ま
り
、
地
域
の
活
性
化
に
向

け
て
熱
心
に
話
し
合
い
、
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
住
民
の

方
々
が
主
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
は
、
一
味
違
っ
た
も
の
と
な

り
、
光
を
放
つ
で
し
ょ
う
。

ミニ八十八ヶ所を現地調査する会員

“ 竣 工 ”

今山

与川内

生名

「いちょうの木」
イルミネーション

飾りつけをする会員

ホ タ ル ま つ り

ミニ八十八ヶ所

ベンチの整備

組み立て作業をする会員

星谷

年末の夜を彩った
イルミネーション

今山農村舞台復活公演に集う人々

農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

地
域
住
民
の
自
主
的
努
力
を
通
じ
て
農

村
ア
メ
ニ
テ
ィ
（
豊
か
な
自
然
環
境
や

景
観
、
歴
史
、
風
土
等
を
基
盤
と
し
、

ゆ
と
り
と
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
に
満
ち
た

居
住
快
適
性
）
が
保
全
形
成
さ
れ
て
い

る
優
良
事
例
に
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。
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合併に向けて ４

地
方
制
度
調
査
会
か
ら
の
最
終
答
申

を
踏
ま
え
、
本
町
で
は
法
期
限
内
合
併

を
目
指
し
て
合
併
へ
の
合
意
形
成
可
能

な
自
治
体
と
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
法
期
限
内

合
併
の
最
終
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

法
期
限
内
の
合
併
を
行
う
場
合
に
は
、

合
併
対
象
市
町
村
と
の
協
議
が
必
要
と

な
り
、
そ
の
た
め
に
は
法
定
の
合
併
協

議
会
を
設
置
し
、
合
併
後
の
市
や
町
の

あ
り
方
を
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

法
期
限
内
の
合
併
を
行
う
た
め
の
合
併

協
議
会
設
置
最
終
期
限
を
逆
算
す
る
と

平
成
十
五
年
度
中
に
は
協
議
会
設
置
な

ど
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
町
と
し
て
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た

合
併
協
議
に
つ
い
て
議
会
と
と
も
に
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の

で
、
今
回
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
考
え

ら
れ
る
範
囲
内
で
、
本
町
と
対
象
と
な

る
市
町
の
現
状
を
お
知
ら
せ
し
て
皆
さ

ん
と
と
も
に
合
併
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

＊
数
値
は
平
成
十
三
年
度
市
町
村
財
政
概
要

（
普
通
会
計
）
お
よ
び
平
成
十
二
年
国
勢
調

査
か
ら

勝浦町の人口と比較すると小松島市は約６.４倍、上勝

町は約３分の１となっています。（図１）

また、社会を中心的に支える生産年齢人口（15歳～65歳）
は小松島市で65.3％、勝浦町で59.7％、上勝町では46.8％

であり、小さな町村ほど低くなっています。

この人口比率の将来推計（図２）を見てみると、少子高
齢化の影響を大きく受け３市町とも減少を続け、上勝町に

至っては平成32年には37.0％まで落ち込むこととなります。

これらを考えると人口規模を大きくし社会を支える年齢
の比率を少しでも高めることが重要だとわかります。

＊人口推計は１市４町合併協議会資料から

人口および生産年齢人口

図１ 人 口（12年国勢調査）
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43,078
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図２ 生産年齢人口比の推移
70.0

小松島市

勝浦町

上勝町

65．0

60．0

55.0

50.0
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53.7 50.8
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42.6 40.4

38.2 37.0

12年 17年 22年 27年 32年

比
率（
％
）

年

財政構造の弾力性を測定する比率として使われる指標で

あり、この比率が低いほど新たな行政需要に弾力的に対応

できることになります。80％以内であることが望ましいと
されていますが、３市町とも80％以上となっています。

（図３）今後、交付税の削減により、さらに経常収支比率

の上昇も考えられ、経費全般の見直しなど行政改革を推進
しなければなりません。

経常収支比率

図３ 経常収支比率（13年度）

財政力指数

財政力を示す指標であり、１に近いほど強い財政力を持っ
ているとされています。（過去３年間の平均値で表される）

この指標が１を超すと地方交付税が交付されないこととなっ

ています。本町と比較すると小松島市は約２.７倍、上勝
町は約２分の１となっており、小規模町村での財政力の脆

弱さが現れています。（図４）

図４ 財政力指数（13年度）
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％

この内容は勝浦町ホームページにも掲載しています。

よく見てみよう
勝 浦 の 状 況
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小松島市……平成15年度に第３次行政改革大綱を策定予定

勝 浦 町……平成11年度に行政改革大綱を策定

平成15年度に大綱の見直しを実施中

上 勝 町……平成15年度に行政改革大綱を策定予定

地方税比率および地方交付税比率

地方税比率は決算額に占める地方税（住民税、固定資産

税等）の比率（図５）を示しており、地方交付税比率は決
算額に占める地方交付税の比率（図６）を示しています。

利用目的を限定されていない財源としてはこの２つが主な

ものとなります。

地方税比率では、小松島市は決算額の28.2％、上勝町は
決算額の４.７％となっています。逆に国から交付される

地方交付税の比率は、上勝町が51.0％、小松島市が25.3％

となり、本町はその間の率となっています。
三位一体改革により権限および税源移譲等が行われた場

合に、地方税の比率が少ない市町村にとっては、厳しい状

況が予想されます。

図５ 地方税比率（13年度決算額）

30.0

小松島市 勝浦町 上勝町

9.6

4.7

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

28.2
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図６ 地方交付税比率（13年度決算額）
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0.0
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％

１人当たり積立金・地方債現在高

市町の持っている積立金（預金）および地方債（負債）

の現在高を住民１人当たりの金額として示したものです。

（図７・８）積立金・地方債ともに上勝町が大きくなって
います。単純にその差引を行うと、小松島市が457千円、

勝浦町が711千円、上勝町が200千円のそれぞれマイナスと

なっています。

人口100人当たり職員数

人口100に対して何人の職員数となっているかを示して
います。（図９）

小松島市では、住民100人に対して１.１人の職員が対応

していることになり、勝浦町では１.４人、上勝町では２.
９人となり小松島市の約３倍の職員が必要となっています。

職員数では規模が大きいほど効率をあげることができるこ

とを示しています。

図７ １人当たり積立金（13年度）

小松島市

勝浦町

上勝町 1,496

156

28.2

0 500 1,000 1,500 2,000

28

図８ １人当たり地方債現在高（13年度）
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勝浦町
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図９ 人口100人当たり職員数

小松島市

勝浦町

上勝町 2.9

0.0

1.1

1.4

人

0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5

合併に関する問い合わせ先：勝浦町総務課 行政改革・合併推進チーム ２－2511

行政改革への取り組み
（平成10年度以降）
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皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

お
健
や
か
に
て
輝
か
し
い
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
慶
賀
の
至

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
日
ご
ろ
は
、

私
ど
も
の
「
花
嫁
花
婿
相
談
活
動
」

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
経
済
も
久
し
く
厳
し
い
不

況
か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
結
婚
成
立

も
だ
ん
だ
ん
難
し
く
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。
で
も
、
私
た
ち
は

「
結
婚
促
進
こ
そ
景
気
回
復
の
切

り
札
」
と
の
認
識
に
立
ち
、
全
力

投
球
で
頑
張
り
抜
く
決
意
で
す
か

ら
、
な
に
と
ぞ
お
気
安
く
ご
相
談

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

な
お
、
毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日

勝
浦
町
役
場
横
の
勝
浦
町
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
専
門
相
談
員
が
相
談
室

を
開
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
ち

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。各

相
談
員
さ
ん
の
連
絡
先
は
次

の
と
お
り
で
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

謹

賀

新

年

勝
浦
町
花
嫁
花
婿
相
談
会

会
長

坂
口
貞
雄

会 長 社会福祉協議会会長（星谷） 坂 口 貞 雄 ２－2445

顧 問
勝浦町議会議員（横瀬地区） 棚野 松 田 貴 志 ２－1030
勝浦町議会議員（生比奈区） 西岡 福 徳 重 二 ２－2909

地 区 氏 名 電話番号 地 区 氏 名 電話番号 地 区 氏 名 電話番号

坂 本 稼勢紗枝子 ２－3866 棚 野 山 野 光 子 ２－3437 沼 江 鈴 木 鹿 子 ２－4718

与川内 森 川 福 市 ２－3550 久 国 久 保 肇 子 ２－2411
今 山

今 岡 重 幸
大久保和子

２－3463
２－2912

横 瀬
定作ミサコ
谷 敏 治
稲 井 稔

２－2052
２－2115
２－2189

生 名
高木三知雄
河 野 敬 三

２－2921
２－4848 黒 岩 岸 岡 幸 子 ２－2487

西 岡 武 市 卓 雄 ２－3814
星 谷

木 尾 文 一
坂 口 貞 雄

２－4052
２－2445中 山 栗 城 初 江 ２－2829 掛 谷 野上伊佐子 ２－3534

事 務 局 〒771－4303 勝浦町大字生名字東11 福 良 健
２－3191

敬称は略させていただきました。
すべて順不同です。

町民の皆さんのご協力やご援助いただき、大きく成長
したビッグひな祭りは、新春にふさわしい豪華、絢爛な
春を告げる大イベントとして全国に知れわたりました。
今年もぜひ皆さんのお力をお寄せください。
会 期
平成16年２月22日 から３月７日 まで15日間
飾り付けボランティア
２月13日 から15日 まで、午前９時から午後４時、
都合のよい日時に奉仕協力ください。多数の申し出を
期待します。
ひな市出店

・屋外１区画 (４㍍×３㍍)
・出店日 (全期間、土および日曜日、土曜日、日曜日、
平日) の何れかを選択し、規定用紙で申し込むこと。

・食品販売は保健所の承認番号を申し添えること。
・場所決定は、長期間順、申し込み先着順とします。
申込期限 １月31日
決定通知 ２月10日
出 演

・会場内特設ステージ(８㍍×４㍍)を使用
・出演種目 (例 舞踊、演奏、歌唱、お手
玉競技、手品など) 日時、出演者、グルー
プ名を申し出る。

・出演日時は調整します。
申込先・問い合わせ先
〒771-4306
勝浦町棚野 ビッグひな祭り
実行委員会 殿 川 武 男
・ＦＡＸ 08854－２－2361

ふれあいの里 さかもと（体育館）でビッグひな祭り
奥座敷を飾ります。

要 領

①１区画 (２畳程度) を使って、参加者に自由なアイデ

アで飾り付けていただきます。(図を参照)

例えば 野山に出て遊ぶおひな様飾り
②人形は、準備します。
申し込み
参加グループの代表者の氏名・住
所・連絡先を記入のうえ、はがき
またはファックスで「奥座敷飾り
付け希望」と記入し、ふれあいの
里さかもとまで申し込んでくださ
い。
希望者が多い場合は、先着順と

し、決定後お知らせします。
(締め切り １月16日)

打合会
後日、打合会を行い

ます。

問い合わせ先
ふれあいの里 さかもと

４―2110
ＦＡＸ４―2112

ひな祭り 奥座敷

飾り付け参加者大募集

舞 台

平成15年度 勝浦町花嫁花婿相談会構成メンバー （勝浦ロマンの会）

日本の春を告げる

第16回 ビッグひな祭り

（土）

（日） （日）

（火）

（金） （日）

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）
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第50回記念 徳島駅伝大会１/４～１/６３日間

新春の阿波路に健脚を競う恒例の徳島

駅伝は、数々のドラマを生み出しながら

半世紀の歴史を重ね、今回は、50回目の

記念すべき大会として開催されます。

大会は、１月４日から６日までの３日

間、各郡市の代表ランナーが、43区間275

㎞にて、懸命の走りを展開し、競い合い

ます。

また、今年は、記念大会ということで

５年ぶりに勝浦コースが採用されます。

１月４日午後２時30分、横瀬にある勝

浦町農村環境改善センター前を地元町長

である川口町長の号砲により、第13区の

選手がスタートを切ります。

なお、午後２時45分ごろには、中角に

ある徳島新聞社生比奈専売所前で13区か

ら14区にかけてのたすきリレーが行われ

ます。

勝浦郡選手団は、５年ぶりの地元コー

ス採用ということで、例年にも増して火・

木曜日のナイター練習、日曜日の強化練

習のほか、日頃の自主練習に取り組んで

きました。

町民の皆さまにおかれましては、例年

同様、沿道におきまして温かいご声援を

お願いしますとともに、５年ぶりに勝浦

コースを通過する選手たちに歓迎の声援

をぜひ、お願いします。

選手団役員の方（一部）と町内選手は

次のとおりです。(敬称略)

勝浦郡町村会会長
笠 松 和 市

（上勝町長）

川 口 幸 一（勝浦町長）

岡 本 富 治（徳島県議会議員）

勝浦郡陸上競技協会
多 田 和 幸

後援会上勝支部長

松 下 滋 美（勝浦郡陸上競技協会会長）

谷 寛 樹（㈱ナカテツ）

山 平 里 美（ロイヤルローズガーデン）

石 田 早 人（生比奈小学校教諭）

駒 津 普 司（日本ケミコン）

柿 原 昌 典（日亜化学工業㈱）

猪 谷 友 之（イカリ商事）

山 平 和 也（日亜化学工業㈱）

藤 木 浩 史（川崎重工業㈱）

市 原 誠（勝浦郡陸上競技協会）

畠 田 浩 二（名古屋商科大学２年）

木 原 祐 介（名古屋商科大学１年）

大 谷 裕 史（小松島西高等学校３年）

鈴 木 勝 仁（小松島西高等学校３年）

東 山 圭 祐（小松島西高等学校３年）

横 尾 雅 仁（小松島西高等学校３年）

藤木千恵美（小松島西高等学校３年）

押 栗 佑 香（小松島西高等学校３年）

大 谷 昌 志（小松島西高等学校２年）

椎 平 孝 夫（小松島西高等学校２年）

坂 口 克 哉（小松島西高等学校１年）

宮 田 光（小松島西高等学校１年）

滝 花 陽 平（徳島東工業高等学校１年）

柿 原 慎 哉（勝浦中学校３年）

中 尾 健 理（勝浦中学校３年）

小 西 美 佐（勝浦中学校３年）

田 中 薫（勝浦中学校２年）

岡 田 晃（勝浦中学校２年）

山 川 和 貴（勝浦中学校２年）

宮 浦 大 樹（勝浦中学校２年）

湯 浅 勇（勝浦中学校２年）

西 野 翔 真（勝浦中学校１年）

平 間 駿 卓（勝浦中学校１年）

猪 子 翔 平（勝浦中学校１年）

丸 田 浩 輝（勝浦中学校１年）

中 村 真 弓（勝浦中学校１年）

宮 田 蘭（勝浦中学校１年）

小 原 千 明（勝浦中学校１年）

なお、駅伝大会開催のため、１

月４日の午後２時30分から午後３

時ぐらいにかけて、町内の県道徳

島上那賀線は、場所により交通規

制を実施する予定です。大変ご迷

惑をおかけしますが、ご協力をよ

ろしくお願いします。

地区対抗ふれあいソフトバレーボール大会が12月８日、９日の２日

間、勝浦中学校体育館において24チームの参加により開催されました。

試合は４人制、３セットマッチで行われました。序盤から決着が３

セット目まで突入する試合が続出し、例年にも増して多くの接戦が繰

り広げられました。

決勝は沼江・石原Ａ対山西掛Ｂの対戦となりました。熱戦の結果、

沼江・石原Ａが優勝に輝きました。

おめでとうございます。

結果は下のとおりです。

（勝浦コース採用）

団 長

副団長

監督兼選手

コーチ兼選手

マネージャー兼選手

主 将

選 手

ふれあい
ソフトバレー
ボール大会

地 区 対 抗

沼江･石原Ａ

沼江･石原Ａ

坂 本 Ａ

中 角 Ｃ

今 山

生 名 Ｂ

与 川 内 Ｂ

生 名 Ｄ

坂 本 Ｂ

与 川 内 Ａ

沼江・石原Ｃ

山 西 掛 Ａ

沼江・石原Ｂ

中 角 Ｂ

生 名 Ｃ

棚 野 Ｂ

棚 野 Ｄ

中 山

中 角 Ａ

棚 野 Ａ

生 名 Ａ

山西掛Ｂ

横 瀬

棚 野 Ｃ

坂 本 Ｃ

優

勝
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11月22、23日阿南市スポーツ総合セ

ンターで行われた県南ミニバスケット

ボール大会で勝浦キッズミニバスケッ

トボールクラブが優勝しました。

勝浦キッズは、チーム一丸となり攻

守ともに安定した試合展開で、初優勝

を飾りました。

第
四
十
八
回
食
品
衛
生
表
彰
の
会
が
十
月
二
十
四
日
、
東
京

都
で
あ
り
、
岡
本
精
肉
店
（
三
渓
）
が
食
品
衛
生
優
良
施
設
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

岡
本
精
肉
店
は
、
食
品
衛
生
の
改
善
向
上
に
よ
く
努
力
が
払

わ
れ
、
他
の
模
範
と
な
る
営
業
施
設
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

県南ミニバスケットボール大会

横瀬小学校の卒業生が、老朽化した時計台を校章台と

して新たな命を吹き込みました。

時計台は、昭和46年度の卒業生が卒業記念品として寄

贈したもので、当時の卒業生である平岡暁美 (旧姓宮本)

さん、定作恵津子さん、野上洋一さん、笹山芳宏さんが

中心となり、同級生から寄付を集め校章台にしました。

徳
島
県
軟
式
野
球
連
盟
は
、
二
〇
〇
三
年

度
の
県
中
学
校
、
学
童
の
優
秀
選
手
を
発
表

し
ま
し
た
。

勝
浦
町
か
ら
は
、
中
学
校
の
部
に
お
い
て

勝
浦
中
学
校
野
球
部
の
松
浦
佑
哉
く
ん
、
学

童
の
部
に
お
い
て
生
比
奈
ク
ラ
ブ
の
西
角
卓

馬
く
ん
が
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受
賞
に
い
た
る
ま
で
の
ご
努
力
に
敬
意
を

表
し
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

し
ま
す
。

食品衛生優良施設
厚生労働大臣表彰

勝浦キッズミニバスケット

ボールクラブ 優勝!!

横瀬小学校の時計台、校章台に変身

徳
島
県
軟
式
野
球
連
盟

優

秀

選

手

松
浦
佑
哉
く
ん
（
勝
浦
中
学
校
野
球
部
）

西
角
卓
馬
く
ん
（
生
比
奈
ク
ラ
ブ
）
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提
出
期
限一

月
三
十
一
日

平
成
十
五
年
中
に
給
料
、
賃
金
な
ど

の
給
与
等
を
支
払
っ
た
場
合
、
支
払
者

は
金
額
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要

事
項
を
記
載
し
た
「
給
与
支
払
報
告
書
」

を
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
役
場
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
税
法
で
支
払
者
に
対
し
て

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
提
出
を

怠
っ
た
り
、
虚
偽
の
記
載
を
し
た
場
合

は
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

支
払
者
は
、
期
日
ま
で
に
必
ず
勝
浦

町
税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
に
つ
い
て

固
定
資
産
税

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

取得価格 国税（法人税および取得税）の取り扱い
償 却 資 産
申告の必要

10万円未満

取得に要した経費の全部が法人税または所得税法
の規定による所得の計算上一時に損金または必要
な経費に算入されたもの

無

上記以外のもの
（固定資産に計上しているもの）

無

10万円以上
20万円未満

法人税税法上または所得税法上、事業年度ごとに
一括して３年間で償却を行うもの

無

上記以外のもの
（資産の耐用年数に応じた減価償却を行っているもの）

無

事務所

造作費 (含借用事務所)、応接

セット、キャビネット、ロッカー、

コピー機､ 看板、タイムレコー

ダー、エアコン、計算機、金庫、

事務机、椅子、ファクシミリ、

パソコン、簡易仕切､ テレビそ

の他、緑化施設、駐車場設備、

舗装路面、門庭園､ 塀、外灯な

ども申告の対象となります。

法
定
申
告
期
限

一
月
三
十
一
日

(

申
告
用
紙
は
、
勝
浦
町
税
務
課
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。)

一

償
却
資
産
と
は

工
場
や
商
店
・
農
業
な
ど
を
経
営
し
て
お

ら
れ
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
る

こ
と
が
で
き
る
機
械
、
器
具
、
備
品
等
を
い

い
、
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

勝
浦
町
内
に
償
却
資
産
を
所
有
す
る
方
は

資
産
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
毎
年
一
月
一
日

現
在
の
所
有
状
況
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

二

申
告
の
対
象
と
な
る
資
産

毎
年
一
月
一
日
現
在
、
事
業
の
用
に
供
す

る
こ
と
が
で
き
る
資
産
で
、
次
に
揚
げ
る
一

～
八
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
。

一

税
務
会
計
上
で
減
価
償
却
の
対
象
と
し

て
い
る
資
産

二

少
額
資
産
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

左
記
の
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。

三

即
時
償
却
資
産
（
特
定
情
報
通
信
機
器
）

四

簿
外
資
産
で
あ
る
が
事
業
の
用
に
供
す

る
こ
と
が
で
き
る
資
産

五

耐
用
年
数
を
経
過
し

(

減
価
償
却
済
み)

帳
簿
上
残
存
価
格
額
の
み
が
計
上
さ
れ

て
い
る
資
産

六

遊
休
資
産
・
未
稼
動
資
産
で
あ
っ
て
も

い
つ
で
も
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
状
態
に
あ
る
資
産

七

赤
字
決
算
等
の
た
め
減
価
償
却
を
行
っ

て
い
な
い
が
、
本
来
減
価
償
却
が
可
能

な
資
産

八

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の
大
型
特
殊
自

動
車

※
耐
用
年
数
が
一
年
に
満
た
な
い
も
の

(

使
用
可
能
期
間
が
一
年
未
満
の
も
の)

は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

三

業
種
別
の
主
な
償
却
資
産

一

各
業
種
共
通

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
税
務
課

二
―
一
五
〇
三

税
務
課
だ
よ
り



① 町指定のごみ袋以外の袋
② ごみ袋の中身が分別できてない袋

（空き缶、ビン等が混ざっていると焼却することや
リサイクルができないため処理に困ります。）

③ 粗大ごみ
これらのごみ収集はできません。ごみフェンス周辺の

住民の方や各地区の役員さん等が大変迷惑を受けていま
す。一部のルールを守らない方のためにごみフェンス周
辺が不衛生になります。ルールを守って正しくごみを出
し美しい町にしましょう。

問い合わせ先 勝浦町役場住民課 ２－1501
クリーンセンター ２－4649

最近写真のようにごみフェンスへのごみの

出し方を間違っている方、マナーの悪い方

が増えています。

今までの米づくりは、米の作付けを行わない目
標面積を配分し、生産面積そのものを制限する手
法をとっています。このため生産調整目標面積を

達成していれば、生産された米は全て、農協が販
売し売れていると思われがちです。しかし、実際
には売れ残りが生じ、在庫となっています。この
ため、本当に売れる量だけ生産していくという仕

組みに直す必要があります。
農業者・農業者団体が需要に応じた生産を自主

的・主体的に行うことができるよう、当分の間は
国が米の生産目標数量を配分する数量方式となり

ます。農業者に対しては、併せて作付面積を配分
し、確認は面積によって行います。
生産目標数量は、前年の需要実績、つまり実際

に売れた量を基本とした客観的需要予測を基礎に

透明な手続きによって設定・配分します。したがっ

て、売れ残った場合は、翌年の生産量を減らすこ

とが基本となります。

米に限らず、水田をいかに有効に活用するか、
農業者自らが考えていかなければなりません。

すなわち、多様な消費者ニーズに対応した生産
に取り組む必要があります。また、耕作放棄地を

出さないことも重要です。さらに、そうした水田
農業をだれが担っていくのか、担い手が取り組み
やすい施策についても考えていかなければなりま
せん。

問い合わせ先

勝浦町産業振興課 ２－１５０５

生産数量により調整する方法へ

地域自らの発想・戦略が農業のビジョンとなる

米政策の改革に伴い、昨年12月５日「勝浦町水田農業推進協議会」が設立されました。この協議会は、

勝浦町の関係者が一体となってビジョンを作成し、推進していくための中心となる組織です。

改革のポイントを抜粋してご紹介します。

来年度から米政策が大幅に変わります!
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ご
み
の
出
し
方
を

守
っ
て
く
だ
さ
い



勝
浦
町
消
防
出
初
式
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

日
時

平
成
十
六
年
一
月
十
一
日

午
前
九
時
三
十
分
～

場
所

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

町
民
の
生
命
と
財
産
を
災
害
か
ら
防
ぐ

消
防
団
の
勇
壮
な
出
初
式
を
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

次
の
方
に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

〇
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受
け
て
い

な
い
、
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
の
方

（
請
求
す
る
こ
と
な
く
亡
く
な
ら
れ
た

恩
給
欠
格
者
の
ご
遺
族
の
方
）

〇
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら

引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

詳
し
く
は
、

独
立
行
政
法
人

平
和
記
念
事
業
特
別
基
金
ま
で

〇
一
二
〇
―
二
三
四
―
九
三
三

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.heiwa.go.jp/

日

時

毎
週
水
曜
日

午
前
十
時
～
午
前
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室
・
園
庭
）

二
―
三
〇
七
七

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
と
保
護
者

育
児
相
談
事
業

生
比
奈
保
育
所
で
は
、
子
育
て
に
よ
る

悩
み
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
の

こ
と
で
困
る
こ
と
や
気
に
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
一
人
で
悩
み
を
抱
え
ず
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時

間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所
相
談
・

電
話
相
談

総 務 課 ２－２５１１
soumu@town.katsuura .tokushima .jp
議会事務局 ２－２５１３
gikai@town.katsuura .tokushima .j p
住 民 課 ２－１５０１
jyumin@town.katsuura .tokushima .j p
福 祉 課 ２－１５０２
fukusi@town.katsuura.tokushima .j p

税 務 課 ２－１５０３
zeimu@town.katsuura.tokushima .j p
産業振興課 ２－１５０５
sangyo@town.katsuura.tokushima.jp
建 設 課 ２－１５０６
kensetu@town.katsuura .tokushima .jp
教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）
kyouiku@town.katsuura.tokushima.jp

アア ララ カカ ルル トト報報情情

一
月
十
一
日

勝
浦
町
消
防
出
初
式

独
立
行
政
法
人

平
和
記
念
事
業
特
別
基
金

か
ら
の
お
知
ら
せ

28日 21日 14日

○

人
形
劇
観
賞
（
杉
の
子
劇
団
来
所
）

○

お
誕
生
会

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○

た
こ
を
作
っ
て
保
育
所
の
友
達
と

遊
ぼ
う

○

わ
ん
ぱ
く
だ
よ
り
配
布

○

保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定
・
相
談

○

更
生
保
護
女
性
会
来
所

○

手
品
観
賞

★
一
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

15

イ
ベ
ン
ト
・
催
し
物

お
知
ら
せ

（日）

（日）

（水）（水）（水）
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有
料
道
路
に
お
け
る

障
害
者
割
引
制
度
の
ご
案
内

申
告
書
は
自
分
で

書
い
て
お
早
め
に

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画
社
会
を

目
指
し
て

住
基
カ
ー
ド
を

ご
存
知
で
す
か
？

税
務
署
で
は
確
定
申
告
書
・
収
支
内
訳

書
・
譲
渡
所
得
の
内
訳
書
な
ど
の
提
出
書

類
に
つ
い
て
、
ご
自
分
で
作
成
し
、
で
き

る
だ
け
郵
送
で
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

申
告
書
の
作
成
は
、
一
般
的
に
は
難
し

い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
「
所
得
税
の

確
定
申
告
書
の
手
引
き
」
に
示
さ
れ
て
い

る
記
載
例
の
該
当
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
な
が

ら
記
入
し
て
い
く
と
、
簡
単
に
ご
自
分
で

申
告
書
が
書
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
書
等
は
、
ご
自
分
で
正
し
く

作
成
し
、
お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
割
引
制
度
の
趣
旨
は
、
通
勤
、

通
学
、
通
院
等
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、

有
料
道
路
を
利
用
す
る
障
害
者
に
対
し
て

自
立
と
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
を
支
援

す
る
た
め
、
一
般
利
用
者
と
の
均
衡
を
保

ち
つ
つ
、
有
料
道
路
料
金
に
つ
い
て
割
引

措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
支
援
す
る
も

の
で
す
。

受
付
窓
口

勝
浦
町
福
祉
課

対
象
と
な
る
障
害
者

本
人
運
転
の
場
合

身
体
障
害
者
手
帳
を
受
け
て
い
る
す

べ
て
の
身
体
障
害
者

本
人
以
外
の
者
の
運
転
が
認
め
ら
れ
る
場
合

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
重
度
の
身
体
障
害
者
お
よ
び
療

育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
重
度

の
知
的
障
害
者

申
請
時
に
必
要
な
書
類

〇一
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

〇二
自
動
車
検
査
証

〇三
運
転
免
許
証
（
障
害
者
本
人
が
運

転
さ
れ
る
場
合
の
み
）

Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
さ
れ
る
場
合

〇一
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

〇二
自
動
車
検
査
証

〇三
運
転
免
許
証
（
障
害
者
ご
本
人
が

運
転
さ
れ
る
場
合
の
み
）

〇四
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
（
原
則
障
害
者
本

人
名
義
の
も
の
）

〇五
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
申

込
書
・
証
明
書

対
象
と
な
る
自
動
車
の
台
数

本
人
以
外
の
者
の
運
転
に
よ
る
割
引
の

場
合
を
含
め
、
障
害
者
一
人
に
つ
き
一

台
に
限
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
福
祉
課

二
―
一
五
〇
二

今
回
は
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
意
味
を
知
ら
な
く
て
も
、
耳
に
し
た

こ
と
が
あ
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

夫
婦
や
恋
人
同
士
と
い
っ
た
親
密
な
関

係
に
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
の
男
性
が
女
性
を

対
等
な
人
間
だ
と
認
め
ず｢

暴
力｣

を
も
っ

て
女
性
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。
そ

れ
が
Ｄ
Ｖ
で
す
。
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
は

家
庭
的
、
家
族
的
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
。Ｄ

Ｖ
に
は
身
体
的
な
暴
力
の
ほ
か
に
も

大
声
で
怒
鳴
る
、
何
を
言
っ
て
も
無
視
す

る
な
ど
精
神
的
な
暴
力
や
、
生
活
費
を
渡

さ
な
い
な
ど
経
済
的
暴
力
や
、
性
的
暴
力

な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

二
〇
〇
一
年

｢

Ｄ
Ｖ
防
止
法｣

が
成
立

し
ま
し
た
。
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
の
防
止
、
被
害
者
へ
の
支
援
を
行
う
法

律
で
す
。
た
と
え
夫
婦
間
で
あ
っ
て
も
暴

力
は
暴
力
。｢

犯
罪｣

な
の
だ
と
い
う
こ

と
が
法
律
で
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
勝
浦
町
住
民
課
）

勝
浦
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
は

ど
な
た
で
も
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
交

付
申
請
で
き
ま
す
。

カ
ー
ド
表
記
は
二
種
類
あ
り
ま
す
が
、

写
真
付
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
金

融
機
関
で
口
座
を
開
設
す
る
と
き
や
携
帯

電
話
を
新
規
購
入
す
る
場
合
な
ど
に
、
運

転
免
許
証
な
ど
と
同
様
に
身
分
証
明
書
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
必
要
と
さ
れ

る
方
は
、
勝
浦
町
住
民
課
窓
口
に
て
申
請

く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

一

勝
浦
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

本
人
の
来
庁

二

交
付
申
請
書
提
出

（
住
民
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

三

写
真
添
付
（
六
カ
月
以
内
に
撮
影
し

た
正
面
・
無
帽
・
無
背
景
の
も
の
）

四

身
元
確
認
書
類
持
参
（
運
転
免
許
証
・

パ
ス
ポ
ー
ト
等
）

※
確
認
書
類
が
な
い
場
合
は
、
郵
送
確

認
等
を
行
い
ま
す
。

五

印
鑑

カ
ー
ド
の
交
付

当
日
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。
申
請
日
か

ら
二
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

手
数
料

五
〇
〇
円
で
す
。

（
一
人
に
つ
き
一
枚
の
発
行
で
す
。）

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一
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ククリリーーンン情情報報
ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう。

１月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
火
曜
日

（６日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

１
月
10
日

（土）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
３
火
曜
日

（20日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

４

火

曜

日

（27日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ゴミフェンス横

長福寺前ゴミフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

１月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
月
曜
日

（５日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前

（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

１
月
13
日

（火）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
３
月
曜
日

（19日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

４

月

曜

日

（26日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

指
定
場
所

勝
浦
町
大
字
中
角
・
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家

敷
地
内
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

今月の回収日 １月10日
午前９時まで

古紙の回収にご協力を ボランティアグループ「勝浦を考える会」

※登録している犬の場合は印鑑と鑑札が必要です。

不用犬の引き取り日

● １月７日
● １月21日

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表

（水）

（土）

（水）
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男女共同参画の

社会を目指して

戦
後
、
女
性
に
も
参
政
権
が
与
え

ら
れ
、
法
の
下
で
は
平
等
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
女
性
の
社
会
へ
の
進

出
は
め
ざ
ま
し
く
、
た
く
さ
ん
の
場

で
活
躍
し
す
ば
ら
し
い
業
績
を
残
し

て
い
る
女
性
も
多
く
い
ま
す
。
そ
し

て
、
女
性
に
対
す
る
考
え
方
も
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
う
は
い
い
な
が
ら
も

ま
だ
ま
だ
、
完
全
な
平
等
と
は
い
え

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
は
社
会
に
昔
か
ら
存
在
し
、

習
慣
化
し
て
い
る
考
え
方
に
起
因
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
兄
の
高
校
入
学
の
時
の

話
で
す
。
兄
は
学
校
へ
行
き
、
ク
ラ

ス
の
生
徒
名
簿
が
張
り
出
し
て
あ
る

の
を
見
て
驚
い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ

は
、
男
女
に
関
係
な
く
五
十
音
順
に

並
べ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
兄
の
前

後
は
ず
っ
と
女
の
人
で
入
学
式
の
ま

わ
り
も
ほ
と
ん
ど
女
の
人
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
掃
除
も
そ
の
出
席
番
号

順
な
の
で
、
兄
は
班
の
中
で
た
だ
一

人
の
男
に
な
り
ま
し
た
。
九
年
間
ず
っ

と
男
女
別
の
五
十
音
順
で
男
子
が
先

そ
の
あ
と
に
女
子
が
続
く
出
席
簿
で

し
た
。
だ
か
ら
、
そ
れ
が
当
た
り
前

と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で

そ
の
こ
と
を
友
達
に
話
す
と
、
何
人

か
は
、
「
そ
う
か
、
ぼ
く
ら
は
小
学

校
か
ら
や
」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。

実
際
こ
の
男
女
入
り
ま
じ
っ
た
出
席

番
号
は
、
ク
ラ
ス
の
生
徒
と
し
て
活

動
す
る
の
に
何
の
支
障
も
な
く
、
男

女
楽
し
く
協
力
で
き
た
そ
う
で
す
。

男
子
が
先
で
女
子
が
あ
と
と
い
う
形

で
こ
の
先
も
ず
っ
と
行
っ
た
な
ら
、

大
き
く
な
れ
ば
男
子
が
先
な
の
が
当

た
り
前
と
思
い
込
む
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
作
文
を
書
い
て
い
て
テ
レ
ビ

を
見
て
い
た
ら
、
あ
る
三
人
の
タ
レ

ン
ト
が
子
ど
も
達
を
連
れ
て
オ
オ
ク

ワ
ガ
タ
を
つ
か
ま
え
る
と
い
う
番
組

が
あ
り
ま
し
た
。
昼
間
の
虫
取
り
か

ら
帰
っ
て
き
た
子
ど
も
達
に
「
は
い

女
の
子
は
御
飯
を
作
り
、
男
の
子
は

お
風
呂
に
入
る
。」
と
一
人
の
タ
レ

ン
ト
が
言
う
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。

女
の
子
は
み
ん
な
で
カ
レ
ー
を
作
り

男
の
子
は
タ
レ
ン
ト
と
お
風
呂
に
入

り
に
行
き
ま
し
た
。

「
こ
れ
っ
て
、
お
か
し
く
な
い
？
み

ん
な
で
御
飯
作
っ
て
か
ら
、
交
替
に

お
風
呂
に
入
っ
た
ら
い
い
や
ん
。
野

外
活
動
で
も
そ
う
や
っ
た
で
」
と
妹

が
言
い
ま
し
た
。
私
も
そ
う
思
い
ま

し
た
。

こ
の
番
組
を
作
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の

中
に
は
、
女
の
人
は
料
理
を
作
る
も

の
だ
と
い
う
古
い
考
え
の
人
が
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
達
は
、
今
、
男
女
共
に
技
術
科

や
家
庭
科
を
習
っ
て
い
ま
す
。
母
の

中
学
時
代
は
、
木
工
は
一
緒
に
し
た

け
れ
ど
、
男
子
は
技
術
科
、
女
子
は

家
庭
科
と
、
分
か
れ
て
学
習
し
た
そ

う
で
す
。
母
が
中
学
の
教
師
と
し
て

勤
め
た
昭
和
五
十
年
代
の
頃
の
中
学

校
で
も
、
や
は
り
男
女
別
の
学
習
で

し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
六
十
年
頃
か

ら
男
女
共
習
が
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

私
の
小
学
校
の
時
の
家
庭
科
は
女
の

先
生
で
し
た
が
、
妹
は
今
、
学
級
担

任
の
男
の
先
生
に
家
庭
科
を
習
っ
て

い
ま
す
。
兄
は
、
男
の
家
庭
科
の
先

生
か
ら
魚
の
さ
ば
き
方
や
料
理
も
習
っ

て
い
ま
す
。

ど
ん
ど
ん
時
代
は
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
古
い
考
え
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新

し
く
物
事
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
協
力
し
て
よ
り
よ
い

社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
に
は
、
自
分

の
意
識
を
高
め
、
世
の
中
の
考
え
を

変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
私
達
の
身
の
回
り
で
、
普
段

何
気
な
く
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

事
柄
の
中
で
、『
こ
れ
で
な
く
て
も
』

あ
る
い
は
、
『
こ
れ
っ
て
お
か
し
く

な
い
？
』
と
い
う
の
を
、
も
っ
と
も
っ

と
見
つ
け
出
し
、
考
え
て
み
ん
な
で

改
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
第
22
回
全
国
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

かたりあうページ
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叱
ら
れ
て
覚
え
た
技
は
今
も
生
き

立
川

岩
本
よ
し
お

叱
ら
れ
た
数
だ
け
愛
を
積
み
重
ね

生
名

岩
本
敏
子

叱
っ
て
も
抱
き
上
げ
る
時
母
の
顔

棚
野

島

つ
と
む

叱
る
に
も
た
め
ら
い
の
い
る
今
の
子
等

横
瀬

関
東
紀
美

叱
ら
れ
た
時
よ
り
父
が
好
き
に
な
る

横
瀬

桜
木
千
代

子
に
意
見
す
る
こ
と
知
ら
ぬ
今
の
親

立
川

前
田
千
恵

叱
ら
れ
つ
つ
母
の
涙
を
見
た
シ
ョ
ッ
ク

棚
野

穏
台

綾

わ
る
さ
す
る
孫
大
声
で
叱
り
つ
け

与
川
内

武
田
裸
天

叱
ら
れ
た
記
憶
一
つ
も
な
く
凡
人

棚
野

殿
川
早
苗

叱
ら
れ
た
母
の
面
影
姉
に
見
る

立
川

岩
本
よ
し
お

も
う
今
は
叱
っ
て
く
れ
る
親
も
な
し

横
瀬

日
下
美
里

叱
る
子
も
な
い
の
で
猫
を
可
愛
が
る

中
山

山
下
ふ
さ
を

叱
ら
れ
た
ご
恩
で
今
が
あ
る
私

横
瀬

関
東
紀
美

叱
っ
た
り
な
だ
め
た
り
し
て
孫
と
住
む

横
瀬

桜
木
千
代

〈
評
〉
叱
る
こ
と
は
愛
す
る
こ
と
の
裏
表
。

同
居
の
中
で
の
愛
情
を
上
手
に
表
現
し

た
い
い
句
だ
と
思
い
ま
し
た
。

人
形
も
太
夫
も
客
も
よ
よ
と
泣
く

棚
野

島

つ
と
む

ひ
な
人
形
で
売
り
出
す
勝
浦
村
お
こ
し

横
瀬

日
下
美
里

木
偶
人
形
息
も
ピ
ッ
タ
リ
魅
了
す
る

横
瀬

前
田
好
月

人
形
よ
り
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
時
代
で
す

横
瀬

中
田
万
里

人
形
の
情
に
絆ほ

だ

さ
れ
も
ら
い
泣
く

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

人
形
の
よ
う
だ
と
孫
を
自
慢
す
る

立
川

堀

梅
子

浄
瑠
璃
の
情
に
合
わ
せ
て
木
偶
が
舞
う

生
名

岩
本
敏
子

ひ
な
人
形
春
の
出
会
い
を
待
ち
わ
び
る

久
国

美
馬
真
由

〈
評
〉
一
年
間
雛
箱
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ

て
い
る
お
人
形
。
年
一
回
の
日
の
目
を

見
る
三
月
は
待
ち
遠
し
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
人
と
の
出
逢
に
も
思
え
て
、
余
韻

の
あ
る
句
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
錠
を
確
か
め
に
立
つ
一
人
の
夜

横
瀬

中
田
万
里

好
き
だ
と
も
言
わ
れ
ず
嫁
い
で
来
た
昔

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

お
吸
い
物
松
茸
紙
の
よ
う
に
浮
く

立
川

堀

梅
子

温
か
い
言
葉
何
よ
り
薬
で
す

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

見
な
か
っ
た
事
に
し
て
お
く
思
い
や
り

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

旅
帰
り
お
茶
漬
の
味
さ
っ
ぱ
り
と

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

ケ
ガ
し
た
ら
歳
考
え
て
せ
な
と
言
う

横
瀬

前
田
好
月

枝
た
わ
わ
そ
れ
で
も
取
れ
ぬ
他
所
の
柿

久
国

美
馬
真
由

大
正
に
生
ま
れ
た
根
気
ま
だ
続
き

横
瀬

呑
口
精
一
郎

雨
を
乞
い
雨
に
泣
い
て
る
人
も
い
る

横
瀬

呑
口
精
一
郎

根
気
よ
く
リ
ハ
ビ
リ
せ
よ
と
医
者
は
言
う

与
川
内

武
田
裸
天

幸
せ
は
悩
む
間
の
な
い
忙
し
さ

棚
野

殿
川
早
苗

無
器
用
に
初
孫
抱
い
て
見
せ
に
来
る

中
山

山
下
ふ
さ
を

す
だ
ち
採
る
秋
刀
魚
熱
燗
楽
し
み
に

坂
本

平
尾
智
男

鐘
の
音
に
根
気
で
終
わ
る
み
か
ん
採
り

坂
本

平
尾
智
男

ゆ
っ
く
り
と
亀
に
は
亀
の
目
的
地

棚
野

田
中
思
葦

読
み
聞
か
す
本
の
好
み
が
子
と
ず
れ
る

棚
野

田
中
思
葦

明
日
旅
行
仏
壇
の
花
替
え
て
お
く

立
川

前
田
千
恵

〈
評
〉
義
理
堅
い
き
っ
ち
り
し
た
性
格
が
句

の
中
に
伺
え
ま
す
。
古
い
世
代
の
良
い

信
仰
が
忘
れ
た
く
無
い
で
す
ね
。

孫
三
人
み
ん
な
お
嫁
に
行
く
と
言
う

棚
野

穏
台

綾

〈
評
〉
一
見
平
凡
そ
う
な
句
に
見
え
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
世
の
流
れ
、
時
代
の
風
潮

が
年
寄
り
に
は
心
配
な
の
で
す
。
結
婚

し
な
い
、
子
ど
も
は
産
ま
な
い
で
は
、

次
代
が
思
い
や
ら
れ
る
の
で
す
。
三
人

皆
ん
な
お
嫁
に
行
く
と
言
う
安
堵
感
が
、

年
寄
り
の
胸
に
伝
わ
る
よ
い
句
だ
と
思

い
ま
し
た
。

長
野
と
く
は
る

選

次
回
作
品
募
集

一
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸
山
香
月

二
月
一
日
締
切
り

短
歌

一
人
一
首

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

※
県
外
・
町
外
の
方
々
の
ご
投
稿
も
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す

か
つ
う
ら
柳
壇

「
叱

る
」

題

「
人

形
」

題

雑

詠

秀

句

秀

句

秀

句
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みんなの健康
の保健行事 〈問い合わせ先 勝浦町福祉課保健師 2-1502〉

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

７ 水 親 子 健 康 教 室 ９:30～９:45
農村環境改善
セ ン タ ー
勝浦町民体育館

小・中学生とその保護者
（要申し込み）

小学５年生以下の児
童は運動ができる服
装でお越しください。

８ 木 ディ・ケア たんぽぽの会 13:30～15:30
住 民 福 祉
セ ン タ ー 会 員

16 金 ３ 歳 児 健 康 診 査 13:00～13:30 農村環境改善
セ ン タ ー

平成13年７月１日～10月
31日までに生まれた子

問 診 票
母子健康手帳

19 月 健 康 相 談 13:30～15:00 中角 集 会所 住 民 健 康 手 帳

20 火
健 康 相 談 15:00～16:00

掛谷 集 会所 住 民 健 康 手 帳
介 護 教 室 20:00～21:00

21 水

健 康 相 談 ９:30～10:30
山西 集 会所 住 民 健 康 手 帳

介 護 教 室 10:30～11:30

健 康 相 談 13:00～14:00

生名センター 住 民 健 康 手 帳運 動 教 室 14:00～15:00

介 護 教 室 15:00～16:00

22 木

健 康 相 談 ９:00～10:00 沼江コミュニ
ティセンター

住 民 健 康 手 帳
運 動 教 室 10:00～11:00

健 康 相 談 13:30～14:30
久国 集 会所 住 民 健 康 手 帳

介 護 教 室 14:30～15:30

26 月
健 康 相 談 ９:00～10:00

勝 浦 会 館 住 民 健 康 手 帳
介 護 教 室 10:00～11:00

28 水 生活習慣病予防教室・健康相談 ９:30～14:00 星谷 集 会所 住 民 健 康 手 帳

29 木 健 康 相 談 ９:30～11:00 棚野 集 会所 住 民 健 康 手 帳

30 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30 農村環境改善
セ ン タ ー

平成15年６月１日～11月
30日までに生まれた子 母子健康手帳

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

39
㎜

51
㎜

この円形の中に入るものは
赤ちゃんの口に入ります

３
歳
児
の
最
大
口
径

３
歳
児
の
口
か
ら
、の
ど
の
奥
ま
で
の
長
さ

誤飲防止ルーラ－
GOI RULER 誤飲･窒息の防止

誤飲

窒息 n

●日本中毒情報センター中毒110番 ●

(ダイヤルＱ２ ３分間100円)

大 阪：０９９０―５０―２４９９
(毎日24時間 年中無休)

つくば：０９９０―５２―９８９９
(毎日９時～17時、年末年始休み)

●小児救急医療●

徳島赤十字病院：０８８５３―２―２５５５
(毎日24時間 小児科医が対応)

日本家族計画協会資料より
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保 健 だ よ り

畳や床にものを置くことが多い日本では、乳幼

児が誤飲する事故が欧米に比べ、多く発生してい

ます。また、厚生労働省の調べによると、事故は

生後６カ月ごろからみられ、発生時間は午後６時

から11時までの家族団らんの時間帯に多く発生し

ていました。誤飲した物は、たばこが最も多く約

半数を占め、続いて医薬品、おもちゃ、金属製品

でした。

乳幼児は目まぐるしい発達をしていくため、昨

日手が届かなかったところに、今日は手が届くよ

うになります。誤飲事故のほとんどは、周囲の大

人が充分に注意することにより、防止することが

可能です。日ごろから、整理整頓を心がけ、特に

次のことに注意しましょう。

①右頁の２つの円形より小さいものは、乳幼児の

手が届かない高い場所に置きましょう。

３歳児が口を開けた時の最大口径は約39㎜、

のどの奥までは約51㎜あり、これより小さい物

は飲み込んだり、窒息する危険があります。

②たばこは要注意

手が届く場所にたばこや灰皿をそのままに放

置しない。また、吸い殻を空き缶や空き瓶に捨

てる習慣をやめましょう。

万が一、事故が発生した場合は、日本中毒情報

センターに相談、もしくは、お近くの医療機関に

すぐ受診しましょう。その際には、何時、何を、

どのくらいの量、誤飲したかをはっきりと伝え、

誤飲した物、空容器などがあれば、必ず持参しま

しょう。

ＤＰＴ（ジフテリア・百日咳・破傷風三種混合）、
ＤＴ（ジフテリア・破傷風二種混合）、麻しん、風
しんの予防接種の実施について、下記のとおり実施
しています。予防接種説明書、予防接種ガイドブッ

ク等を確認の上、定期接種の期間内に受けましょう。

○ 接種を受ける場合は、予約が必要です。
接種を希望する町内の医療機関へあらかじめ、お
申し込みください。

○ 任意接種（定期接種の年齢以外の人や委託期間外

に接種した人）となった場合は、接種料金を直接
医療機関の窓口へお支払いください。

※お問い合わせは、勝浦町福祉課保健師へ ２－１５０２

種 類 麻しん 風しん
ジフテリア・百日咳
破 傷 風 三 種 混 合

ジフテリア・破傷風
二 種 混 合

症 状

麻しんウイルスの飛まつ感
染によっておこる病気で、
発熱、発しんを主症状とし
合併症として気管支炎や中
耳炎、脳炎などをおこすこ
とがあります。

風しんウイルスの飛まつ感染
によっておこる病気でかぜ症
状で始まり、発しん、発熱後
頸部リンパ節腫脹などが主症
状で約３日くらいで治ります。
大人になってからかかると、
重症化することがあります。

ジフテリア、百日咳は飛
まつ感染でおこり、破傷
風は傷口から菌が体内へ
入りおこる病気で、重症
化することがあります。

ジフテリアは飛まつ感染で
おこり、破傷風は傷口から
菌が体内へ入りおこる病気
で重症化することがありま
す。

対 象 年 齢
（定期接種）

生後12～90月未満
※生後12～24月のうち

できるだけ早期に行
ってください。

生後12～90月未満
※必ず、麻しん接種後
に行ってください。

１期初回…生後３～90月未満
１期追加…生後３～90月未満

１期初回接種３回終了後
12～18ヵ月の間に接種

11・12歳
（11歳で受けるのが望ましい）

ジフテリア・百日咳・破傷
風三種混合の２期として１
回接種

委 託 期 間 平 成 16 年 １ 月 末 日 ま で

料 金 無 料

医 療 機 関 山 西 医 院 ・ 勝 浦 病 院

任意接種となった
場合の料金 6,000円 6,000円 5,500円 4,500円

平成15年度の予防接種は１月末で終了します

乳 幼 児 の

誤 飲 予 防



22

国保と医療費

1
納期限を過ぎると督促が行われ

ます。延滞金などを徴収される

場合があります。

2
それでも納めないでいると、通

常の保険証の代わりに有効期間

の短い短期被保険者証が交付さ

れる場合があります。

※短期被保険者証
保険証の有効期間が短くなりますので、
頻繁に更新手続きが必要になります。

4
納期限から１年６月を過ぎると、

国保の給付が全部、または一部

差し止めになります。

5
それでも納めないでいると、差

し止められた保険給付額から滞

納分が差し引かれます。

3
納期限から１年を過ぎると、保

険証を返してもらい、代わりに

資格証明書が交付されます。

※資格証明書
資格証明書は、被保険者であることを証
明するだけのもので、保険証のように受
診券とはなりません。そのため、お医者
さんにかかるときは医療費をいったん全
額自己負担することになります。

●そのほかに財産の差し押さえなどの
処分を受ける場合もあります。

●介護保険の第２号被保険者がいる場
合は、介護保険の給付も制限される
場合があります。

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と

特
別
な
事
情
も
な
い
の
に
保
険
税
を

滞
納
す
る
と
、
未
納
期
間
に
応
じ
て
次

の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
し
、
国

保
の
加
入
者
全
員
に
迷
惑
を
か
け
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
保
険
税
は
必
ず

納
め
ま
し
ょ
う
。
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一
月
の
行
事

11月20日、生比奈小学校２年生29人が、図書館の
利用方法と郷土資料室の見学に来館されました。

化
生
の
海

内
田
康
夫

オ
ア
シ
ス

生
田
紗
代

二
百
年
の
子
供

大
江
健
三
郎

幕
末
御
用
盗

津
本

陽

号
泣
す
る
準
備
は
で
き
て
い
た

江
國
香
織

黒
冷
水

羽
田
圭
介

百
万
遍
青
の
時
代

上
巻
・
下
巻

花
村
萬
月

誰
か

宮
部
み
ゆ
き

送
り
火

重
松

清

影
踏
み

横
山
秀
夫

ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
の
疾
風

山
本
一
力

図
書
館
長

松
浦
一
博

子
ど
も
達
と
読
書

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
勝
浦
町
の

図
書
館
運
営
に
ご
指
導
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

子
ど
も
達
に
と
っ
て
読
書
は
想
像

力
や
思
考
力
を
身
に
付
け
、
豊
か
な

感
性
や
情
操
、
そ
し
て
思
い
や
り
の

心
を
は
ぐ
く
む
上
で
大
切
な
営
み
で

あ
り
、
人
と
し
て
よ
り
よ
く
生
き
る

力
を
は
ぐ
く
み
、
人
生
を
よ
り
味
わ

い
深
い
豊
か
な
も
の
と
し
て
い
く
た

め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

す
。新

学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
、

す
べ
て
の
教
科
に
共
通
す
る
配
慮
事

項
と
し
て
「
生
徒
の
主
体
的
意
欲
的

な
学
習
活
動
や
読
書
活
動
を
充
実
す

る
こ
と
」
が
明
記
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
子
ど
も
達
に
望
ま
し
い
読
書

週
慣
の
形
成
を
図
り
、
日
常
生
活
に

お
い
て
読
書
活
動
が
活
発
に
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
家
庭
、
地

域
、
学
校
、
図
書
館
が
連
携
を
も
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま

す
の
で
、
本
年
も
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

民
話
を
語
り
継
ぐ
会

十
七
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

陶
芸
展

十
二
月
十
一
日

～
一
月
十
一
日

お
は
な
し
会

二
十
五
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

七
日
・
十
四
日
・
二
十
一
日
・
二
十
八
日

休

館

日

一
日
・
二
日
・
三
日
・
五
日
・
十
二
日
・

十
九
日
・
二
十
六
日
・
三
十
一
日

※
図
書
館
が
閉
ま
っ
て
い
る
時
の
返
却
本
は
玄
関
横
の

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

図書館に来館

みんなの図書かん 東 祐大朗

図書かんに本が４万さつもあってびっくりしま

した。いろいろな本があったので、かりるのはど

れにしようかとまよいました。図書かんができて

10年いじょうたってもすごくきれいだから、みん

なが行って楽しいと思います。ぼくも図書かんを

大切に使いたいと思います。

図書かんたのしかったよ 北 野 絵 梨

図書かんには、ビデオやＣＤがあって、本が何

百も何万もあるのが分かりました。わたしは、図

書かんにはじめて行ったからびっくりしました。

まつうらかん長さんが図書かんのことを教えてく

れたからよく分かりました。小さい子のコーナー

もつくってある図書かんはいいと思いました。

新着図書 一 部紹 介

図書館だより

（木）

（土）

（日）

（日）
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発
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総
務
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〒
771
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4395

徳
島
県
勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
久
国
字

久
保
田
３

TEL

（08854

）2-2511
FAX

（08854

）2-3028
１月１日 山 西 医 院 ２－３０２７

１月３日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

１月５日 湯 浅 医 院 ２－２００３

１月７日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

１月９日 上 勝 町 診 療 所 ４－５０１０

１月11日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

１月13日 山 西 医 院 ２－３０２７

１月15日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

１月17日 湯 浅 医 院 ２－２００３
１月19日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

１月21日 上 勝 町 診 療 所 ４－５０１０

１月23日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

１月25日 山 西 医 院 ２－３０２７

１月27日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

１月29日 湯 浅 医 院 ２－２００３

１月31日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時
休日 午後７時～翌朝午前９時

夜間救急当番表

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
８ 15 22 29

19:30～21:30
木 木 木 木

踊 り
15 22 29

13:00～15:00
木 木 木

歌 謡
６ 13 20

19:30～21:30
火 火 火

生け花
20

19:30～21:30
火

大正琴
８ 16 22 木曜日は13:00～15:00

金曜日は19:00～21:00木 金 木

習 字
９ 16 23 30

19:00～21:00
金 金 金 金

◎大正琴は初心者コースもあります。

近隣地域との交流事業として、今月も
各種講座を次のとおり開講いたします。

１月交流講座ご案内

各 種 相 談

名前 日 時 場 所 備 考

心
配
ご
と
相
談

１月９日
１月16日
１月23日
１月30日

13:00～16:30

勝浦町住民福祉
センター１階

内 容
人権・行政・厚生
福祉

平日でも受付して
おりますので、お
気軽にお問い合わ
せください。
２－4652

交
通
事
故
相
談

１月26日
10:00～16:00

（受付時間
午後３時まで）

小松島中央会館
小松島市松島町
5-6
08853-2-2030

相談員
川 田 武 志

問い合わせ先
交通事故相談所
徳島県庁１階
088-621-3200

まちのうごき
平成15年11月16日～12月15日（敬称略）

人 口（平成15年11月30日現在）

大字沼江字一楽 藤本フジコ（92歳）
大字沼江字橋谷 八 木 力（73歳）

大字坂本字久保 西浦シズヱ（86歳）

大字生名字東 田キヨ子（90歳）
大字中角字西山 時本トヨノ（102歳）

大字三溪字市ノ江 坂 部 豪 男（72歳）

大字三溪字定岡 坂 井 嘉 平（91歳）

おくやみ申します

お誕生おめでとう

大字坂本

字久良田 ）坂 東 俊 明

み よ

大字生名

字北 ）小 林 弘 和

温 子

大字沼江

字山路 ）
岡 田 智 明

知 巳

大字沼江

字黒岩

長男

龍
りゅう

治
じ

長男

柊
しゅう

介
すけ

二男

泰
たい

斗
と

長男

雷
らい

登
と）岡 本 教 生

美恵子

（ 大字生名字神ノ木

島根県浜田市

（ 大字生名字平野

徳島市

（ 大字沼江字山路

名西郡石井町

山 本 浩 史
河 野 智 子

樋 口 智 映
中 田 真 美

山 村 裕 一
大 西 和 代

ご結婚おめでとう

世帯数 2,109戸
男性 3,246人
女性 3,477人
計 6,723人

出生 男 ３人 女 ２人 計 ５人
死亡 男 ３人 女 ４人 計 ７人
転入 男 ８人 女 ９人 計 17人
転出 男 ８人 女 ３人 計 11人

善意ありがとうございました

玉 置 守さん（星谷） 坂 部 宣 行さん（与川内）

田 好 夫さん（生名） 時 本 唯 二さん（中角）

井 内 豊さん（久国） あすなろ会

西 浦 敏 晴さん（坂本）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。
ありがとうございました。

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（金）
（金）
（金）
（金）

（月）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（木）

（土）


